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論 文 内 容 の 要 旨 
 




















3 モードマクスウェルモデルにより近似可能で，各マクスウェル要素はそれぞれ第 1 降伏後の
粘性的特性を表す短時間緩和，再構造化に関係する長時間緩和，さらに第 2 降伏発生に関係し
負の応力を発生させる緩和であることを明らかにした．以下，各章で得られた結果を要約する． 
「第 1 章  序論」では，研究背景と目的について述べた．コロイドゲルの工業的な応用を説明し，ゲル
における降伏挙動および流動特性の複雑さとそれに関係する先行研究を論じた． 








とにより発生する第 1 降伏挙動であり，もうひとつは第 1 降伏後のせん断流動により形成された構造に関
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となった．この状態の試料に対して動的粘弾性試験を行ったところ損失正接 tan が 1 以下であり，弾性
力が支配的な状態であることが明らかとなった． 







マクスウェルモデルとよく一致し，3 つのマクスウェル要素はそれぞれ第 1 降伏後の粘性的特性を表す短
時間緩和を有する要素，第 1 降伏を誘起する巨視的構造の再構築に関係する 20〜30 分の長時間緩
和を示す要素，そして第 2 降伏に関係する流動停止後に負の応力を発生させる要素より構成されること
を見いだした． 
「第 6 章 結論」では，本研究において得られた結果を簡潔に述べた． 
以上に示した結論より，コロイドゲルにおける降伏挙動の発生メカニズムを解明し，構造の破壊と再構
築過程を，レオ・オプティック計測を始めとした多面的な観察により明らかにした． 
 
